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北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
全
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰
国
を
求
め
る
意
見
書

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
の
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
主
権
及
び
日
本
国
民
の
生
命
・
安
全
に
関
わ
る
重
大

な
問
題
で
、
許
し
難
い
国
家
的
な
犯
罪
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
全
面
的
な
解
決
が
求
め
ら
れ
る
。

拉
致
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
我
が
国
が
主
体
的
に
北
朝
鮮
側
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
拉
致
問
題
解
決
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
際
社
会
か
ら
の
支
持
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
安
倍
総
理
は
、
本
年
八
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ア
リ
ッ
ツ
で
行
わ
れ
た
先
進
七
か
国
首
脳
会
議
に

お
い
て
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
解
決
に
関
し
、「
全
て
の
首
脳
た
ち
か
ら
理
解
と
支
持
を
得
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

本
年
九
月
十
六
日
に
拉
致
被
害
者
の
家
族
会
や
支
援
団
体
な
ど
が
大
規
模
な
国
民
集
会
を
開
い
た
が
、
こ

こ
で
の
決
議
に
お
い
て
、
金
正
恩
委
員
長
宛
に
本
年
二
月
に
公
表
し
た
「
全
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰
国

が
実
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
帰
っ
て
き
た
拉
致
被
害
者
か
ら
秘
密
を
聞
き
出
し
て
国
交
正
常
化
に

反
対
す
る
意
志
は
な
い
。
」
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
変
わ
り
は
な
く
、
政
府
は
全
て
の
手
段
を
動
員
し
て
、

な
ん
と
し
て
も
全
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰
国
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
切
実
な
思
い
を
に
じ
ま
せ
て
い

る
。事

態
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
に
至
ら
ぬ
ま
ま
、
北
朝
鮮
が
拉
致
を
認
め
た
平
成
十
四
年
の
日
朝
首
脳
会

談
か
ら
十
七
年
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
人
拉
致
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
は
高
齢
の
方
も
多
く
、
も

は
や
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
際
社
会
と
と
も
に
厳
し
い
制
裁
を
維
持
し
つ
つ
、
日
本
人

拉
致
被
害
者
全
員
の
帰
国
実
現
を
最
優
先
の
課
題
と
し
て
、
本
問
題
の
全
面
的
解
決
に
責
任
を
持
っ
て
全
力

を
尽
く
し
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
元
年
十
月
三
日

大
分
県
議
会
議
長

麻

生

栄

作

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

参

議

院

議

長

山

東

昭

子

殿

内

閣

総

理

大

臣

安

倍

晋

三

殿

法

務

大

臣

河

井

克

行

殿

外

務

大

臣

茂

木

敏

充

殿

内

閣

官

房

長

官

菅

義

偉

殿

拉

致

問

題

担

当

大

臣

菅

義

偉

殿


